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■東京公演/ 2 0 1 0 年2 月2 6 日(金) - 2 8 日( 日) / こまばアゴラ劇場 (冬のサミット2 0 0 9 参加) ■盛岡公演/ 2 0 1 0 年3 月1 3 日( 土)
･1 4 日(日) / いわてア

ー

トサポ ー

ト

センタ ー

風のスタジオ J( 仙台公演/ 2 0 1 0 年3 月2 7 日(土)
･ 2 8 日(E]) / 工 ル ･ パ
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い つでも｢はじめて｣ は､ ドキドキなのだ
劇団結成3 0 周年らしい から､ 何か企画をかんがえようか｡ そんな話をしてい た頃､

メ ン バ
ー

がそれぞれの事情で次々と退団し､ 気が つ い たら6 名になっ て い た｡ あら､ び っ

くり｡ まあ3 0 年もやっ て いると､ こんな こともあるよね｡ 今までのように大家族的芝居が

潰れなくな ったので､ 少な い人数で潰れるものを書こう｡ と､ いうことで ｡ さて､ 今回の話｡

あるアパ
ー

トのふたつ の部屋 ｡ 間取りも同じその部屋に住む､
一

人暮らしの男と女｡

それぞれのささやかな日常｡ そ こに起きるちいさなドラマ ｡ アパ ー トの上と下で ､

一

体､

何やっ てんだ｡ 日常とは大まじめなのだ｡ みんな毎日を
一

生懸命に暮らして い るのだ｡

愛し いなあ｡ せ つ な い なあ｡

はじめての舞台､ 仙台の白鳥ビル8 階ホ ー ルではじまっ た私たちの劇団｡ はじめて平田

オリザくんに東京によんで いただい たアゴラ劇場｡ は じめて盛岡に行っ たときお世話にな

っ た大泉千春さん､ 彼の愛した風のスタジオ｡ 今回の仙台公演は､ この3 0 年間でだいぶお

世話になっ たエルパ ー

ク仙台スタジオホ ー ル｡

I .Q 1 5 0 の はじめては､ ここからまだまだつづく｡ 作 ･ 演出 朝 一 蹄 久真a
-

劇団プロフィ ー ル

19 7 9 年旗揚げ ｡ 以来主宰丹 野久美子 の作 ･ 演出作品を上演｡

宮城県仙台市を拠点とし東 北各県や東京 などで 公演を行 っ て いる ｡

幻想性とリアリテ ィ ､ 繊細 さと力強 さという相反する表現で ､ 男と

女の あい だのさまざまな局面を撤密 に織りあげ展 開｡ さらに 只野展

也による音楽が ､ 作 品に奥行きと深みを与えて いる o

ひとつ の 作品を繰り返し改訂 ･ 再演すること( レパ
ー

トリ
ー

システ

ム) で 作品を熟 成させて いる o 近年で は家族や仲 間とい っ た ､ 男と

女 の あい だにとどまらない｢ 人と人との つ ながり｣ を丹野ならで はの

視点で 描き出して いる .

仙台以外で の主な公演 祈年 の 幸な F
-

ゴ喜作 品
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1989年
- 大世紀末亨寅劇展
｢眠れぬ夜の 羊は少年｣ 他 (5 回参加)

1991年 /てルテノン多摩小 劇場フェステイ/てル
｢寝物言乱(優勝)

1991年
- アリスフェスティバル｢寝物語｣他(5 回参加)

1994年 下北沢演劇祭｢ 月光夜曲｣(招碑公蹟) ｢
1997年 シアターフェスティバル水戸

'

97
｢新

･

月光夜曲｣(瑠璃公演)
2003年 第3 回愛知県芸術劇場フェステイ/il レ

｢東仙台物語｣ (招聴公演)
2005年- 衝劇祭新潟｢浮人形｣ 他(2 回参加) ㌍
2005年 宮城県築館高等学校芸術鑑賞会 ｢大

｢浮人形｣ (招碑公演) ｢ 雨
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四 角 四面 のやぐらバカ ､ 融通 の きかな い 真面目人間の 兄は三十七才｡

結婚式を 二週間後にひかえて い る｡

世渡り上手で器量よし､ 誰 からもそ こそこ人受けの い い妹は三十三才｡

い つ もの ように帰宅した男｡

い つ もの ように鍵を開けようとすると,

鍵が かか っ て しまっ た｡

今朝出る時に鍵をかけるの を忘れた のだと思 い

さらにガチャガチャとや る｡

鍵は 開いた｡

ドア を開け部屋 に入ろうとすると,

そ こには見知らぬ女が立っ て い た･ - - -

四 年半に渡る上司との 恋愛関係に悩んで いる｡

そ ん な 二 人 が久しぶりに会 っ て ､

互 い の 身に起きて い る事情と現実に情然とする - -

四 つ ちが い の 兄妹の 会話を通して ､

不着算用な人間の ささや かな日常の

泣き笑い をその ままに描く｡

四 つ の合 い鍵をめぐる, なさそうでありそうな

男と女の 思 い込み と思 い入れ と思 い 違い の お話をコ メディタッ チ で描く｡
｢ あの ､ お れ ､ な んか悪い ことしました? ｣

出演

寺島広 々 トトモ コ 狩野 新之 介 中村 法 子( ゲスト出演)

｡
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高橋ゆうすけ

江 目 ひとみ

料金 ･ 予約 [ 一

般] 前売2 ,7 0 0 円/ 当日3 ,0 0 0 円 J W E B 予 約 h ttp :// w w w j q 1 5 0 .i nf o/ I チケ ットぴあ/ ローソンチケッ ト

[学生] 前売1 ,5 0 0 円/ 当日1 , 8 0 0 円

亘 w チケ ッ ト ‡:;I
-

-

･l

l

f:: .

:
'

;::i::::::,
J
:
t

%

/

芸
J

i:A
h

.

tt

2

P :/

2

/

T3
W

ご
.

空_
l

昌
o

; 5
f o

;
i′
□

琵買手;o&4J203 2 6 叫
□

軍書三軍冠4,5 2 1 ,
｢ 合鍵｣ 3 2 6 4 5 ｢ 合鍵｣ 2 5 2 1 8

※l 学生の方は ､ 当日学生証をお持ちくだきい o ※2 すべて ､ 日時指定､ 自由席となりますo ※ 3 満席の場合は､ 当日券を発行い た
しません｡ ※4 予約に関してはい ずれも､ 氏名･ 日時. 枚数をご予約の上 ､ 当日 ､ 会場受付でのご精算になりますc ※ 5 東京公演では､

芸術地域通貨A RT S がご利用い ただけます(l A RTS = l 円) o A RTS とは ､ 桜美林大学の演劇施設内で施行されてし､る地域通貨です.

作 ･ 演出/ 丹野久美子 音楽/ 只野展也 舞台美術/ 高橋裕介 照明/ 三浦優香村井澄江 音響/ 竹村公 一 制作/ 星川律子 宣伝美術/ 山田毒 W EB制作･管理/ 大場Q 太郎
宣伝写真/ Z U K I(G 2/s P h oto P r oj ect) 題字/ 斉藤文春 協力/ ㈱あきは 書館 峰山商会 後援/ (財)仙台市市民文化事業団

<東京公演>[冬のサミット2m9]企画制作/ 劇団Ⅰ.Q150 (育)アゴラ企画
･ こまばアゴラ劇場 主催/(有)アゴラ企酎 こまばアゴラ劇場 技術協力/ 鈴木健介(アゴラ企画) 制作協力/林有布子(アゴラ企画) 芸術監督/ 平田オリザ]




